
 

 
 

1:日大理工・教員・建築、2:日大理工・教員・まち、3:日大短大・教員・建築、4:日大生産工・教員・建築工 
 

図１	
 石巻市雄勝町の津波による浸水域 
（雄勝総合支所資料より作成）	
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図１	
 石巻市雄勝町の津波による浸水域 
（雄勝総合支所資料より作成）	
 

 

東日本大震災復興を契機とした地域の固有性・多様性に応える地域再生と	
 

復興住宅等の建築設計に関する研究	
 	
 	
 	
 

- 宮城県石巻市雄勝町を対象として-	
 
Research of the local reproduction and the design of revival residencies answered the endemism and the diversity of the 

area beginning of the Great East Japan Earthquake revival. 
- The object of research for Ogatsu Cho, Ishinomaki, Miyagi - 
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1．はじめに	
 

	
 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では、

岩手、宮城、福島の３県を中心に多くの建築的な被害

をもたらした。石巻市東部に位置する雄勝半島は、美

しいリアス式海岸の景観で知られ、沿岸部には数多く

の小規模な漁村集落があったが、震災では 20 集落の

うち 15 集落が津波により壊滅的な被害を受けた。	
 

2．地域の特性と高台移転の方針	
 	
 

	
 各集落は、震災前から漁業などの生業をもとに相互

扶助的なコミュニティが形成されており、地縁意識も

強く、集落の統廃合には抵抗感が強かった。さらに、

地域にはほとんど平坦な土地がなく、大規模な高台の

造成は困難であった。そのため、雄勝町では集落ごと

に小規模な高台移転を行う選択がなされた。地域では

震災前から人口の減少が続いていたが、震災を機に域

外への流出が進み、雄勝町内に残って生活再建を目指

すのは震災前の 30%程度の 1300 人弱になった。	
 

	
 

3．研究の目的	
 	
 

	
 このように、雄勝町での高台移転は小規模分散を前

提に、強い地縁的コミュニティを縮小・継続する形で

進められた。そのため、各地区の高台移転は、地域の

アイデンティティを尊重し、生業や地域の住環境の慣

習、地形や海への眺望など、それぞれの地区の特性に

応じたきめ細かな計画が必要となった。	
 

	
 本研究では、以下の 3 つの研究目的を掲げて調査・

計画・実践を行った。	
 

(1)主に高台移転関する復興計画案づくりを通じて、

地域再生へ向けた地域再生計画を支援すること	
 

(2)復興住宅や集会所などの建築計画を通じて、伝統

的な生活様式に根ざした安全で利便性の高い建築の

設計を行うこと	
 

(3)小規模な居住地移転計画の課題と可能性を、復興

支援を通じて内部から観測すること	
 

	
 

4．研究の構成	
 	
 

平成２５年度から２６年度までの２年間に「大須の集	
 

落調査」（平成 25 年 10 月）、「集会所の調査」（平

成 26 年 6 月）、「津波被災による高台移転後の居住

地変遷に関する調査」（平成 25〜26 年度）、「復興

まちづくりに果たす市民団体の役割調査」（平成 26

年度）、「植生調査」（平成 25〜26 年度）、「各浜

に対する高台移転計画」（平成 25 年度）、「公営住

宅計画」（平成 25〜26 年度）、「波板地域交流セン

ター設計支援」（平成 25 年度）など多岐にわたる研

究活動を行った。これらは相互に関連しており、複数
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の調査と計画、実践が同一地域の複数の小規模集落に

複合的になされたことが本研究の特徴である。	
 

	
 

5．名振地区での高台移転計画と公営住宅の設計	
 

	
 雄勝町の北部にある名振地区では、自力再建住宅が

4戸、災害公営住宅が 24 戸建設される建設された。

公営住宅はすべて平屋で計画された。まず、私たちは

高台移転地での宅地割りの検討から計画に関与した。

行政案が直線的な道路による機械的な区割りの造成

案だったのに対して、自然の地形に合わせた道路や区

割り、隣接する既存宅地との地盤の高さの擦り合わせ

などを助言し、実施造成案に反映させた。また、大須

での集落調査などから地域の伝統的な間取りや建物

配置を調査し、災害復興公営住宅のプランに伝統的な

間取りや折衷的な間取りを提案して実現した。住戸の

配置計画では、震災前の雄勝の町並みを意識して、建

物の向きや間取りのタイプが画一的にならず、自然な

ばらつきのある景観になるように計画を誘導した。建

物色彩については、地域の植生や土壌などの色彩を踏

まえて、雄勝の自然景観に調和した色見本を考案し、

公営住宅の外壁等の仕上げ材の選定に反映させた。こ

のような調査・計画・実践を１８の地区に対して東北

大学や東京藝術大学などと協働して行った。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

6．研究の成果	
 

	
 本研究の成果は以下の通りである。	
 

（１）	
 震災復興における大学の社会貢献について、従来

の支援とは異なり、地域内の多くの集落に多面的

な支援を行うことができたこと	
 

（２）	
 各地区で住民が当事者意識を持ち主体的に地域

の課題解決を模索する現場に立ち会えたことで、

小規模集落の居住地移転についての複数の計画

手法が見出され、合意形成上の課題なども明らか

になったこと	
 

	
 さらに、復興への切実な建築・まちづくりの課題を

現地に入って調査・研究することを通じて、研究に参

加した学生たちにも貴重な実践的な教育の機会を得

ることができた。	
 

	
 

7．今後の展望	
 

	
 雄勝町の高台移転は、コンパクトシティに代表され

るような地域の集約化とは逆行するが、小規模な集落

が地縁コミュニティを維持することで心理的に円滑

な移転が行われることが示された。被災した住民たち

は、避難生活から仮設住宅での生活、そして、新たな

高台移転地での生活と、短い期間に生活の激変を経験

している。名振地区などを中心に今後も引き続き現地

でのヒアリング調査を行い、雄勝町が選択した近隣へ

の小規模な高台移転の結果を検証していきたい。また、

復興の遅れている地区へも、これまでの研究成果を生

かした研究支援を行っていきたい。	
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図 4	
 波板地域交流センター 
（写真提供：ナミイタラボ） 

 

上：図２	
 名振地区住民との模型を使った話し合い風景	
 

下：図 3	
 名振地区の高台移転地と既存集落	
 

(灰色が残存住宅)	
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